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　　　回の調奪範囲では稼行価値がな》。

　　2。調査に主力を注いだ六の沢地区は・陽の沢に較べ

　　　て炭暦の分布広ぐ且つ地質状態も概して安定してい

ッ　　　孟が，炭暦は多少菲薄化している傾向がある。二番

　　　層・三番層・五番暦がその例である。本地区の埋藏

　　　淡量は推定，予想を併ぜて約200万tである。

　　3。六の沢は將來本地区開発の中心となるべき地と考

　　　えられるが，現在留蕊淡業余祉所有の鉱区だけで

　　　は・淡量から“つても余り規模の大きい探淡は期待

　　　出來ない。随つて隣接している北海道炭鉱汽船会瀧．

　　　所有鉱区と共に綜合酌に開発されるべきである。

　　4。住吉地区ば特に表土が潔く（時に5mに葎んでい』

　　　る），淡量を確認することは極めて困難であるが，若

　　　草坑附近では爽表層が概して安定しており・將來探一

　　撰坑道か試錐を行う蝶がある・若草坑以外の地域・

　　　例えぼ唐の沢附近では断暦が多く・地暦り擾乱が甚・

　　　だしいので・探炭に適する区域ではなV、。

　　5。沖内爽炭暦は三の沢附近では稼行の対象になる表

暦は認められなかつたが・幌沖内川上流に於ては從

’來の調査によつて充分稼行し徳る炭暦の存在が報』

ぜられている。この炭屠は暦位上・該爽炭暦の下部　’

に挾在するものと描測される。随つて三の沢弛域に

於てもこの炭暦の介在が予想されるので、，今後早急

　　　　　　　　　9　　　　、　　　1
に探査されるべきである。

60　留勝・雨龍両淡田の來炭暦の対比を試みた結果，・

小雫嫉暦は概ね沼田暦・太刀別暦に該当する。即

　　　　　　　　ヤち中部及び下部爽表暦は浅野爽炭暦に当るヒとにな

る。斯くすると本地蜘こ於ても五の深砂岩暦の下位

に雨寵爽炭居の存在が予想され・砂岩・頁岩互暦は

、その一部に該当するものであろう。隣接している北

炭天撫鉱に於ては・1壽第で雨龍爽淡暦を稼行してい

ることから推定すれば，本地域特に陽の沢・五の沢，1

六の沢の奥一帯に亘つて稼行に堪える炭暦群の介在　　、

が推測されるヒとになる・rそρ意陣でこの地域の繕’

・査を早急に実施する必要がある。
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　　　　　　　要　・約　　1

　昭和24年4月中旬よ璽7月下旬に宜る3ヵ月余・

ざ炭田調査の爲，長崎県崎戸島西方海面，色瀬大牟艮び小

立島附近において孚地震探鉱（屈折法）を実施した。測

寒地域面積は約50km2・測線はほぼ北卑西南方向に走る、

婁線を北より南匠約4kmおきに配麗した。そ中結果巻

地域海底下に嬬1．65，2．7132，4．3ラ4。35，4．615．3km／sec

の各速度暦めある事がわかつた。これらを地質学的暦序

と対比すれぱ1・65km／secは第四綿暦に・2・7・亀2km／sec

は第三紀暦に．，叉43，4』35，4・6及び5t3翼m／secは花樹岩

等の基盤に相当・するもりと考えられる。その構邉は・i基

P
盤 が各測線の西牛分では浅く海底に頭を出しているよう

な形になつており，各測線の東牛分と西端には第三紀暦・
　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　コ　　　　　ひの分布がみられる。これらの結果と崎戸鉱業駈呼お》・て

行つ嫡底ドレ擁ヤ吻結果とを比轍る1ご1それ

ら賜ずしも一対吻対応砺紘い・、し帆鐸癩、

離甑ドレッ押逃よ鵬ら纏結寒矛廊る
もめではなく・大汰一致の傾向にあると》うことがマき

る。

　〔断り〕本報告は都合k依り図面及び表の大牛を省
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略したの宕判読し難V・点があることと思

う。その点ことにお断りしておく。

　　　　緒　　言㌧
長』崎県崎戸島西方海面の海底下には爽

炭暦の落在する可能性が大ぎく・今後の

●

’
、

他，長崎県庁その他より便宜を与えられ

　た。4こに域上の関係諸氏に対し厚く感　・

　謝の意を表する家第である。　．＿．
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　　2．調査期間及び調豊員

昭和24年4．月中旬よりク月下旬に亘

る、3ヵ月余，長崎県崎戸炭田において地

震探鉱法により，海底下の炭田地質構邉

の調査を施行した。
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　ζの調査は早川正已，森喜義，小島整志，小尾盆明，雫

ノ沢清1池田勝！鈴木実によつて行われ，測量は船倉義彦，

　横江一男，安藤高明，山本俊未にょつで篠われた6・

　　　　　　　鼠位置友び交通

　　　調査区球は第1図に示す様に長崎県西彼杵郡七ツ筆村

　　の西方海上約6・5㎞の蠣ノ浦島（長崎県西彼杵郡崎戸

　　町）から・更仁同島よ，り西方海上13kmの点に・ある色海と

’　　の聞の海底で，いわレφる崎戸炭田の西南部を占あ，その総

　　　な　　面榛は約50km2である。蠣の浦崎戸潅1こ至るには，佐世’

　　保・蠣璽甫島間を崎戸鉱業所所属の汽般が毎田3往復し

　　ている外，批外船も佐世保，長崎1その他沿岸各地に定期

　』就行唇鴨ので・交通鵬嘆にか姉らず晩つ硬
　・利である？佐世保港よりの就航は『24km・F、所要時間約2

　　時間・長崎溝よりは52km・所要時聞ば約4時間である。

　　　崎戸港は勾玉状に連つた蟷の浦・崎戸・’御床の3島仁

　　、よ？て“だ鳩丙齢癩9m乃至・2mに及茜：自然

　　の良港で・耳万噸級の汽船も鰹に碇泊するζとが出來る

　　ので，，禁料積取港として至便の位置にあり，貨物船の往

　　來も繁しい。崎戸港より調査現地迄ほ，漁船によれば片

　一道約1時聞を要ずる。

　　　　　　　　4・地勢及び地質

　　本謂査区域は前に記したようにヲほとんど海底ではあ

第1図　位　置『図
　ズ
召那魯瀬匝大立及び小立の小島興がほぼ北西から南東に

向けそれぞれ2kmの間鴇で海面士に頭を出してV・る。

蠣の浦島は崎戸島・御床島と共に崎戸町に属し，面積計

a3km2人口約2万（鉱業所從業員がその約6翻を占め◎

てV・る）を有し，その北東部は中戸瀬戸を経て大島に近

接している。更に大島東海岸は壽島を経て本土，西彼杵

孚島に迫つている占この外に調査区域からは江の島（大

立島の西方7・8km）片島（蠣の浦島の北方4km），黒島

（蠣の浦島の北西1＄km）及び伏瀬（大立島の北方6．5km》

等の阜々や瀬が遙かに望見される溝これら嫉V》ずれも

測量の見通し線を決める上に役立」うた。調査区域の水深

は30m乃至60m，李均は45m（第1図参照），潮流は’

ほぼ北西一南東の聞を往復し，最大流速5～6節である♂

水深の深V・ζとと潮流の激しいこととは，測線の測量・受

撮点の設置，あるV・は観測船の投錨測点標示の発見等に

　　　　　　　　　　　　　　　ヤ多大の障碍を与え，特に満潮時よ’りr下げ潮」に入つてか

らの3～4時聞は潮流が激しぐ，度々作業不能の状態1善隆

つたとともあつた。なお調査期聞中に幾度かの暴風雨に

出逢v・，小潮時を度々逸したことは残念であつた。調査区

域あ地質ほ花嵩岩から成立っ色瀬及び大立，小立の島興

が表われてv・るρみで，他はすべて海水に被われているさ

　蠣の浦島及ぴその属喫は第三紀暦に属し，砂岩・礫岩及

び頁岩の互暦より成・り，炭暦は1m乃至数卑の厚さの御
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暦から成立つている。なお過去2力年來崎戸鉱業所生森

千代藏掬緬等によづて実施されて來た「海底ドレッジャ

ー」による岩石探蘂D結果は注目すべき資料である。こ

め方法で最近までに探集した岩石（堆積岩）の模様を参

考までに第7図（図面省略）に示した。こオしに．よれぼ

第三紀暦と花樹岩め境界はほぼ大立島の北部沖から南東『

に向う線と，蠣の浦島の南部沖合から南方に向う線の二

つが予想されヤいる。

　　　5．調査の目酌及び瀾線の醗置

　上述の襟に大立島非部沖より南東に向う線と蠣の浦島

南部沖合から南方に．向う線が，第三紀暦と花崩岩の境界

線として予想されてV・るが，潮流や海臨の地形の影響を

考える時は直ちにヒの線を魔界線と断定するととは困難

である。叉魔界線におけ駒海底の下花嵩岩の夢布状態・

傾斜の角度等を知る資料は未だ不充分であるので・も、し

とれを推定することが出來れぼ，炭田開発上甚だ重要な

意味を持？こ，とになる。（註）

　本調査は域上の様な目的の下に実施．されたのであつ

て，海底下における第三紀速度暦5花嵐岩速度暦の分布「

朕態をしらべるととに主力を注V・だ。只惜しV｛ことは期

間の都合上蠣の浦島南部浄合から南方に向つて考えられ

る魔界稼の構造を測定することが出卒なかつた。本調査

区域に於ては，第ヨ礪縦儲との境界面の走向が翫

’ぼ北西一南東をとるものと思われるので，測線としては

第1図及び第7図（図面省略）に示す様に推定境界線に，

ほぼ直角に横断する3線を選定し1北から南に向つてぞ

れぞれ第1線，第2線，第3線と名ずけた。な調解析の

際に必要となるので，以上と別に直接に第三紀暦・・花嵩

岩中を傳わる地震波速度を測定するため，2線を選定し

一え。即ち花崩岩中を傳播する地震演速障を測定ずるため

に，蠣の浦島阿房下海底に第5線をそれぞれ設定した。　＼

・第4線及び第引5線ぽ陸地に近いため，測線の測量が

沖合に比して正確に行v・径たので・後に述べる水中晋波

の標準速度も併ぜて淵定ずることが出來た。第1線1第

2・線及δ第3線ほそれぞれ雫行であるので，これに直角

即ち予想擁界にヱF行な測線をも選定したかつたが，期間

と天候條件にわざわいされて実施出來なカ・つた。1

　第1線は大立島の眞西0・8kmの点に爆発点1を設置
し，・これにより北束の方向約4．6kmの距1離に爆発点III

を設けた。爆発点IIは爆発点1より約2．3kmの位置

にあり，ほぼ測線の中央仁ある。叉測線上に100m毎に1、

（爆発点附近は50m）総計42箇の受振点を設置した。P

　第2線は小立島南方1・2kmの点に爆発点1を設け，’・

　　，（認三！’生森氏の話によれば，第三紀暦は崎戸島から，上，
＼

　　に述べ浸魔界線附近まで続いているものの様である己』

これより北東の方向3βkmの点に爆発点IVを設けた。

爆発点11は爆発点1より1・1kmの点にあり，爆発点

IIIはIIより萸に1．7kmの点に設けた。：叉測線上に

100m毎に（爆発点附近は50m）総計35箇所の受振点

を配置した。叉第2線にあつては1全測線の測定終了後，

地下構造の探究上必要を生じて爆発点IVより更に0．6

km延長し，その終端を爆発慮Yとし，その聞に6箇・

の受振点を醒置した。　　　　　　　　　　　　　　　・

　第3線は小立島南東4．1kmの点に爆発点、1を設け，

これより北東3kmの点に爆発点IILを設けた。爆発

点IIは爆発点1より1．5kmの点にあつて，ほぼ測線

の中央になつてV・る。叉測線上に100m毎（爆発点附近

は50！n）に総計、30箇所の受振点を配置した。、、

　以上の他に，はじめ述べた様に第4線を少大立島北東

海岸に北西一南東方向にとり，（延長700m）第5線を

崎戸島南東海岸阿房下に北東一南西方向にとづた（延長

670m）。以上の様にして測定した。総延長は13．5kmと

なる。

　　　　　　佳測量方法
　、本調査の測量には地理調奪所の陸上1，2，3等三角点

（志々俊・黒島・遠見山，蠣の浦，崎戸，大立島，小立島）

を基準点として用v・，σこれより補助三角点を測量して零

・め，とれらの諸基準点よりセキ，スタント2台を用“て各

爆発点を測定した。次に受振点は各爆発点間を見とおし

ながら，一一定聞隔毎に間縄で測量し，かくして決めた斉測

点の位置には重錘をつけた浮標を用V・て標識とした。

　　　　　　弘』測定法の概要　　　　ρ、

　調査区域は全測線に亘り海面下に在るため，調査は総P

『べて船舶を使用して行つたが，その作業は受振点に』おけ

る地震計の観測及び爆発点における爆藥の装墳とその爆，

発等である。観測騒と爆発艀との通信連絡・爆発記号の

邊受は無線通信器を使用した。観測舩として使用した船

は・135噸（570薦力）蒸汽船1隻と附属小鷲（20噸電「
4
気 着火式）3隻である。爆発用としてほ13噸（20馬力）

焼玉エシジン船1隻と鮒属少船（4・5噸電無着火式）工

隻を用いた。

　爆藥は櫻印rダイナ々イト」を使用し，1こ才しに深海凧

「6号電気霞管を挿入して叢填し・重錘を附加レて淘底に

洗下し，’爆藥に連絡し左絶縁電線（軍芯キャブ云イヤー

コー．ド）．を爆発騒内の発火器に導き，爆発ゑ行つたg

　深海における爆発作業は当初は不発等の随碍を憂慮』し、

酪聴用6騰嬬管と鄭キャプダ・ヤー聖ド
P（経10mm）を用いて片線を接地、ナることによ．り，容易紅

遽行することが出來た。又使用藥量は，海解深いのと基』．

盤が海底に直接露出し《ている部分もあつたためば，他ク〉

33一（零14）’
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現場に比べて比較的少量で済み，毎回の爆発に使用した

7
藥

量は最小1kg，最大約20kgで，これらの量は爆発点

　より観測点に至る距離の大小により随蒔決定した。爆発

・時刻は爆発船内の邊信器により蓮絡通話と切換えて，観

測船に無線で邊信した。振動を観測するために，、受振器

　を水密容器に・装圭眞して海底に設置し，これより絶縁電線

’
を
導 引して観測艦上の記録設置に連絡した。受振器は6

　箇用V・て6点を同時観測した。水密容器は耐圧10気圧1

　黄銅製で，その内部に受振器を牧容し，蓋の上部に水中晋

　波計を取付け，それぞれゐ出力が四芯の絶縁電線に容器

　丙部で接続されている。・受振器は渥江野式である。水中．

　驚波計は圧電気型で』圧電子孝して・ツシ土ル毎を使用

　し・これと厚さ1mmの振動板と々、ら成つてV・る・．これ

1は爆発により生ずる水中書波を受振レて踵離を補正する

　ためのもめである。即ち海が深く潮流が激しv・ために，

　測量浮標が流動じたり，火藥や受振器を設置する際に移「

　動するために生ずる距離の誤差を・ほぼ速度一定と見倣

　される水中晋波を受振しゴとれを観測般上で記鍛して到

　着所要時闘を読取り，．爆発点から受探点までの距離を計

　算した。

　観測艦上の記鍛装置は，増幅器12成分「オシログラ

フ」波江野式賊分一イラザ式4成分詩刻装置・

　光源及ぴ「カメラ」より成り・塘幅器の中6成分は受振

，罫に生じた微小電圧の増幅用であり，他の6成分は水中・

　音波計に生じた微小電圧の増幅用であり，いずれも低周

　波塘幅用としてマz6q6・2段1終段層幅用としてuy

　7◎の眞室管を用いた。又オシログ？ラの中波江野式の、

　ものは誘導型（微分型）で，固有振動周期は動作状態に

　おいて0・1sec，電流感度は．1々イク貢アンペアー程度

　であり，ハイランド式のものは可動線輪型で固有周期は

　0．01secのものである。又亥塒装置は電接晋叉，光源及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　同期電動機の組合せより成叫rスマツト」を通してi6σ

　sec毎に感光紙を照射する様に設計してある。観測船に

　は，以上の装置の外に無線邊受信器各1台を備え，これ

　を用いて爆発般と通話連絡を行つた・又受振器は爆発船

　から発射された爆発符電波をも受僑してその出力をrオ

1ジ・グラフ」の1成分に接続し爆発符号を記録した。　’

　ごの様に，して振動を一旦電気辱動に変換しこれを増幅

　して後，記録認で再ぴ機械振動に戻し，幅250m血の感光

　紙上に爆発時刻及び水中晋波記鎌と共に詑録した。、叉上

　述の様1こ6点同時観測を行う叩であるが・同一受振烈彰

　於V・てL　II・III・等の各爆発卓よりの地動を相継V・で観

　測し姪測線に亘り屈折法を採用して往復測定を行つた。

　　8．測定及び解析結果畿知事実との比較
飯

　海上及び陸上における花崩岩及び第三紀暦中を傳播す

　る地震波速度の測定を併せて総計ク1回の爆発を行い，

　119測点において観測した結果71枚のrブ・マイド」記

　録を鴛た。とこにはこれら記録から屈揖初動の走ll寺gみ

　を計測し，走時曲線の解析を行つた。第1・第2・第3・

　各測線の走時の読取結果を第1表に示した。”叉第4・

　第5，各測線の走時の読取結果を夫々第2表，第3表

　に示した。（各表省略）’

　第1・第2・第3，各測線の屈折波初動の走時曲線を

　作り2ζれを第a第2，第4図（第3，第4図省略）

　とした。即ち図面（上段）の縦軸に地震波屈折初動の走，

　　　　　　　　　　　　　　　　1　時（O印）及び水中晋波初動の走特（，×印）を而6sec軍

　位，横軸には距離をメートル箪位で示した。第4，第5各

　測線については夫々第5，第6図中に記したb（図面省略）

　これらにつめて計算な1らびにモデル図式解法（詳細嫡

　以下に．述べfるが）により，走時曲線を解析して得た地下

　地震波速度分布め結果を各図の下段19示した。，

　先ず各走時曲線中の水中晋波初動の走時を利用して，

　各観測点の距離の補正を行うも水中音波速度の値は第4

｝第5測線の測定の際得た水中音波の速慶1・5km／昂ecを正L『

　しいものとして利用したも勿論水温・水深により多少の変

　化があることは免れなV、が，この量は非常に僅かであり，
　ヤ
　補正しなかつた。叉との測定により藥量と爆発点，観測

　点間の間隔による水中看波速度の過度現際も分つたの

　で，こ．れより各水中晋波測定値を補正した。との様にし

　て各観測点の補正を行い，とこに眞の走時曲線が得られ　　》

　た訳である。第2・第哉及』び第垂図の走時曲線はとの

　様にして水中晋波によ弓距離め補正を行つ友値を示して．

　V蚤。∫元の値は各図舛示した受振点番号の位置に走時

　を記入すオ1じぱよい。第1』表を参照されたい）

　　ざてこの走時曲線を見るに場所によ略麟幾分の』

　速度変化はあるが・李均してみる場合は11・65km／sec・2・7・

’
3 2km／se“3生35ア4鱗3km／seめ7種獅ること
，がわかるであろうr。これら走時から地下の速度分布塗計

’算する訳である汎各測線にづv、て多少ρ相異はあるが，

　全般的に見る時は 1。65，2．7，3．2kn駕／secの速度値ほ測線1

　の東牛部及び各測線の西端に多く分布している。そして

　4。3，・4．35，’4。6，5．3kψ／secの速度値は測線の中央より西

　孚．叉は中央部に多く分布していることがわかり，生3，

　435，4．6，場合によつては5．3km／sec層・は直接海底1に

露出している紛のあるととがわかる．ζれ吻と藤

　ら，次の様な速度分布の推定を可能ならしめるに充分で

　ある。即ち中央部西寄侮又は中央部1こ4・3・4・35km／sec・

　場合によつては4．6，ま3km／sec層　が海底面まで頭を出

　して來ており，深部に至るに從い深部に根を彊る様な形

　瓶をとり拡がる。」方2．7k卑／sec，場合によつてば3．2
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第・2図　崎戸第」線走時線及び断面図

、

　　欝璽騨一　　＼　　　　　『、　　　　　　　』甲　　　　　　’　・
　　k職「s6c暦が4・3・4・35・4・6～5・年k血1／sec　l酬¢・ぶさる∫　は深くなつて行菟・大立島におサる第4線の両爆発点よ

　　篠に拡がうている。かっ測線の西端に』おV・ては5この分　　、りの走時曲線からも，この事ほ愛当の檬に考えられる。一・

　　布は狭い範囲であるが測線東孚部においては可成り広い　　即ち第4線に於け巻1（南）爆藷点よりの見掛ID速度汎

　　郡分を占めてV・る・　　、』　1　　F　　　　『　　　・、II（北〉爆発点よ：わの速度よりおそいことは・花崩岩暦

　　　これらの事柄を考え，計算により地二下の速度分布を求　　が南よ・り北べ深くなつている事を示している。

　　め・然る後観測麟に最胎致する轍速度肺雛図　・a）・各測線共測線幹部セ訟7乃杢・32km！s“c暦と．

　　を，図式解法に依り求めた。これらを第a第3，第4，・　43乃至4．6k卑／sec麿との境界面の形が，｝－急激に変化ず

一図下段に示した・（図面省略）次に域上の灘虞得肱L疑とがあ励才している・図にはと漉f部で示瞳力㍉．
　　た速度分布歯1誇？いて述べ惹。　，　』　　　　・　、　．、深さめ変化ゐ度合がかなり急であるから，或v・は断暦で

　　　先ず全体の傾向は始めに推定したものと，大きな相異．　’あるかも知れない。’おちと．懸が第1線では200聾第2

　　拡なV・。し）かし華田部にわたつて考察する時は，逼ろV・ろ　線では1001n，第3、線では100m程度みられ葛。

’藤宰が糊する・これら捌記すれ獣雍りである・’L3）第3総おい嚇測線の騨脚む隅k卑
　　　・1≦）2・7乃至32km／s6c暦と143・4錫4・6k卑／se嘱’／s曾c屠力：みと齢れる・

　　との擁界は∫測線東孚部に却硫ては，東に行くに從つて徐　　　一生）各測線中央部乃至西牛部において』海底に頭を出、

　　縦深くなっている蹴のa7γ32k瓢ノs曙の厚き1㌧しているの齢哉姻躯ε3km7s婚であるカ㍉ご、

　　第・灘畷鵡第a第3謙なるに從？て小さく、れらの麟面附搬の形騨激鳴題斜を示してい
　　癒つている。づまり南から北に行くに從つて両暦の魔界『』　る。こオ念らは必ずしも断層である乏推定することは出楽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35｝（21弓）

、

〆



なV・。

　5．）4。3～46k副sec暦と53km、’secとの境界面の形状

は，傾斜としては3測線共同様であるる即ち43km／sec　、

暦叉は’4洛km／sec暦の下に・5・3km／sec暦ザ押し上げ友

様な形になつており・第2線に〆おVlては5βkm∫secが

生3km／＄ec．暦をつらぬV・て海底面まで頭を出している・

α坊畔よる離変化の搬齢認めら純懸
である。速度層の分布としては，以上の通りであるが・こ

・れを地質暦序との対比を次の2つの資料をもとにして考　P

えてみよう。　　題

　（イ）海底ドレッジャーによる結果及ぴ色瀬大立等の

島々め海面上への露出。

　（・〉阿房下及び大立島で行つた第4・第5線測定・

の結果であ為。崎戸式海底ドレツジヤβの最近までの

データーを第7図に記入して見たが，とれと走時曲線解

析結果とを比較すると・1、対1の薄応は見られない汎

2、7km／secとか32km／sec暦14相当する｝也質は第三紀

暦であり，43～4．6km／sec乃至5。3km／sec暦ほ大体花

崩岩暦に相当する。なお1．65km／sec層に相当・するもの

は見られないが）これは第四紀か第三紀暦の風化された

ものと見るのが至当の様である。　、

一以上のことは阿房下（第三鵜阿房下暦）と大立島（花

崩岩）1こおける測憲（第5，第6図，又は第2，第3棄

（図表省略））の結果とも矛盾しない。域上の事柄を考え

て見ると，結局当区域における速度と地質暦序との対比

は・第猷表に示す様な結果となる。なお漏調査結果にお

いてほ花崩岩と第三紀暦との界面は零つあるが・この一、ト

つ（東側）とドレ7ジゼーにより推定された界面は・位

置。方向（北西→南東方向）共極めて良く似た傾向を示

している。一方地震探鉱で表わした酉の境界は，ドレツ

ジャ戸々こよる結果では明瞭ではなV・が，このζとは各測

線共両端の第三紀暦は，あるv・は局部的な竜ので，広く分

布するかどうかは疑問である。第三紀暦につV・ては，花

嶺岩地帯より東側と西側とは同じ性質のもめであり，か

っ2・7km／sec暦は32最m／sec・暦と同じ第三紀暦を表わ

していをものと解釈出來る。・從つて爽表暦はこの2・7～

3．2km／sec暦中に含まれるものと考えるのが愛当であろ

う。

　　　　　　　　　や　第2線f部（図面省略）の構邉は，見方によれぼ，あ

るいは非常に薄V・速い速度をもpたものと考え．られなV・

こともないが，第1・第3測線の方から考えてみれば，そ

う考えない方が至当の様に思われる・叉f部が断層であ

るかξうか，、花嵐岩と第三紀暦の界が断贋であるかどう

かなど到定に困難であるが，地震探銀こおいでは只今の

所，，結局落差の大小から到断ずる以外に方法がなく，結局

　　　　　　　　’

上勘様に縦し勧である、なお編片岩については．、

崎戸鉱業所生森技師，当所の春城技官の考察によれば・当・

地方にはあらわれ難いものの檬である。從つて当地方に

は中生代がなく直接花嵩岩と第三ヨ紀磨が接していると解

する方がよいであろう。（不整合的に）註管）

　　　　　　乳結　　論・
以上述べて來たところをまとめて見ると，次の様にな

る。

1・）当区域には，1・65km／sec，2・7km／secフ3・勲km／sec》

4．3～4。6km／se¢，5．3km／secの5つの速度層が存在する。

2．）解析結果は第2図より第7図まで（図面省略）

に示したカ§，既身こ崎戸鉱麺斤で　〒つた海底ドレツジャー

による結果等より考察して，地質学的層序との対比を次．

の様にして推定した。　　　’　　　　，

1．65km／sec

＿
＿
o

2．7

3．2

4．3

4．6

5」3

第四紀暦又は風化
を受げた第三紀暦

第　三　紀　　暦、

花 嵩 岩
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　3。）花崩岩く4．3～5。3km／sec）は各測線の中央部叉は1

　中央部よりや～西方側に突出し，第三紀層（2。7～32k鞭

』1／sec）は測線の卑牛部に厚く広V・範囲に分布し・西牛部・・

　におV・てはうすく小範囲に分布してV・る様である。

　4・）測線東牛部における花嵩岩と第三紀暦との境界

　と考えられるものは，大諏ドレッヂヤーによる結果と殆

　んど一致してv・る。なお測線東牛部に於ける花歯岩と第

　三紀暦との境界面と考えられるものは，南より北に進む

　程深くなつている。

　5．）第2，第3，一第4，各図の“f”部（図面省略）に

・花嵩岩と第三紀贋との境界画の急激な傾斜があるが，或．

、いは断暦である・かも矢貝れなV・。

　以上鰐に今次調査の目的とする海底下における本炭

　倒の基盤の分布瓶態，第三紀爽炭暦の賦存朕態等を推定

　し…得たが，今後の調査結果と相侯つて本区域に於ける炭－

　田構造を更に考察し將來の炭田開発計画に．資したいと思

　う。　　　　　　　　，（昭和24年7月）

　謹）、以上の走時曲線の解析において，若し仮りに各

　測線共東端附近に薄V・143乃至4．6km／s6c暦があり』そ

　の下部にa7乃至32km／sec暦があると仮定して計算す

れぼ乳巳3km／sec層上層は深度を増加す貌とに嫡・・
　この楊…な仮定ゐ愛当性欲現在の処，簡軍に，槍討すること

　は勿論で価なめが，併し走時曲線のみからはこの様な仮

　定を探用する根拠は見出ざれなめ。　　　　　　、

　　　　　　　・　　　　　　・「　　＼




